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今年度の検討方針 

文化ホール大規模改修 

エンターテイメントアリーナ整備 

企業オフィス誘致 



 
 

野洲駅南口今昔 その１ 
 

野洲駅南口周辺の駅前自治会では、平成 28 年 11 月

に 50 周年を迎えたことを記念して、記念誌「駅前を散

策」を発刊されました。この記念誌には今日に至るま

での多くの野洲駅南口周辺の歴史が描かれています。

駅前自治会にご協力いただき、野洲駅前の歴史を紹介

させていただきます。 
 

明治・大正時代の野洲駅前通り 

明治から大正にかけての駅前通りです。「野洲駅前です」と聞かなけ

れば、想像が出来ない風景です。 

突き当たりの倉庫の一角が野洲駅舎だったようです。時代劇の撮影

にピッタリの風情を呈しています。 

写真手前に時代を感じさせる可愛らしい橋が写っています。祇王井

川に架かる橋です。左の石柱は錦織寺を案内する道標。右には立派な

常夜灯が堂々と構えています。野洲駅に懸ける当時の駅前住民の意気

込みが伝わってきます。 

 

 

朝の通勤通学風景・立ち並ぶ商店 

 昭和 40 年代の駅前です。二代目駅舎に向かう朝の通学通勤時の風

景です。昭和 30 年代から 40 年代にかけて、道路の左側も右側も駅ま

で途切れることなく商いを営む店が立ち並んでいました。 

 当時は、雑貨屋、散髪屋、食堂、自転車預かり所が軒を連ねていた

と記憶しています。 

 田舎の駅前なのに「お食事処（うどん屋さん）」が２店も軒を並べ

ていたことが素晴らしい。 

 

 

自転車預かり所の風景 

 50 年前※にもバスはありました。しかし１時間に１本あるかない

か、必然的に通勤・通学の足は自転車となります。「ここに置いと

く！」「こっち持ってきて！」。朝の自転車預かり所の慌ただしさは

正しく戦場の様相を呈していました。自転車預かり所だけででも数

軒あったと記憶しています。愛想の悪いオッちゃん、愛想の良いオ

バちゃん。どの顔も懐かしい。 
                         ※ 執筆当時 
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